
令和３年度 鳥獣対策優良活動表彰

西米良村ジビエ処理加工施設

農村振興局長賞
捕獲鳥獣利活用部門（団体）
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地域の概要
宮崎県 西米良村

• 宮崎県の中央部、熊本県との県境にあって、九州中央山地国定公園の一角
にあり、低いところでも海抜200mを超える。周囲を高い山々に囲まれた
盆地状の地形のため、昼夜の気温差が大きいことが特徴。

• ジビエ施設のある上米良地区は、西米良村の北西に位置している。

• 主な特産品：ゆず、しいたけ、カラーピーマン、ほおずき等
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被害の概要
• 西米良村では、水稲におけるシカ・イノシシ被害が大半を占め、毎年発生。
そのほかに、村の特産品であるゆずを含む果樹類、野菜、いも類の被害が年
により発生。

• 処理施設の取組開始前に比べ、被害は減少傾向。特に捕獲個体の搬入増加と
ともにシカ・イノシシ被害は著しく減少。また、被害面積も大きく減少、農
地に出てくる加害個体の減少に繋がっていると思われる。

被害
取組開始前

H25 H29 H30 R元 R2

シカ
金額 1,223 271 863 288 315

面積 103 45 90 41 26.5

イノシシ
金額 1,560 432 193 662 314

面積 71 139.5 32 47 28.9

シカ・イノシシ

合計
金額 2,783 703 1,056 950 629

面積 174 184.5 122 88 55.4

他獣種含む

合計
金額 3,077 998 1,236 1,175 808

面積 209 309.5 134 99 71

取組開始前及び直近４ヶ年度の被害金額・面積の推移（単位：千円、ａ）
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施設の概要、活動の動機
西米良村ジビエ処理加工施設

指定管理事業者：株式会社米良資源開発
代表取締役 小佐井武憲

従業員３名（解体・精肉処理等に従事）

＜施設概要＞

平成26年7月1日 前施設にて事業開始。

平成30年3月20日 現施設が竣工。

平成28年度中山間地域所得向上支援事業(補正予算）活用

事業費（施設建設費）82,813,632円

補助金（国庫） 34,644,000円

＜組織概要＞

平成26年～ 上米良地域資源活用活性化協議会

令和２年～ 株式会社米良資源開発（上記協議会の法人化）

＜搬入体制＞

・西米良村鳥獣被害対策実施隊（西米良村有害鳥獣捕獲班員及
び村職員） 64名、うち狩猟免許取得者58名（猟銃免許41名、
わな猟免許43名）

ワナでの捕獲に特化した６名を西米良村有害鳥獣対策員に任
命。施設搬入の推進に寄与。

・村外からの搬入も受入。

活動の動機
西米良村

シカ・イノシシ
被害の深刻化

上米良地域資源
活用活性化協議会

地区の活性化に
向けた取組を模索

捕獲促進による獣害軽減
地区の活性化と雇用創出

ジビエ事業の取組開始
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国産ジビエ認証
の取得

事業開始から平成29年度までは、旧上米良小学校教員
住宅を改修した施設（上米良地区資源活用加工所）で事
業実施。

「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（H26.11）」
の基準を満たし、より徹底した品質・衛生管理を行うよ
う平成30年3月に現在の「西米良村ジビエ処理加工施
設」を整備、4月から営業開始。

令和元年5月30日、国産ジビエ認証を取得。

九州初、全国で４番目の認証。

自信を持って安全な商品を提供できるようになり、販
路開拓、商品開発を積極的に実施している。

また、認証以降、受入記録表に基づき、個体ごとの捕
獲から解体までの情報を細かく記録、安全・安心な食の
提供に努めている。
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西米良村
鳥獣被害対策実施隊

民間捕獲隊員
有害鳥獣対策員

（６名）
西米良村有害鳥獣対策協議会が
実施隊の民間隊員から任命。

ワナでの捕獲を実施し、搬入増加に寄与。

西米良村ジビエ
処理加工施設

埋設処理にかかる
時間・労力
DOWN！ 現金収入

ＵＰ！

捕獲意欲
ＵＰ!!!!

地域一体となった活動
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技術上の工夫
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焼却炉の導入

・従来、残渣は冷凍保管し一般
事業ごみとして処理していたが、
焼却処理することで残渣保管ス
ペースに余裕が生じ、より多く
の受入れが可能になった。

・解体処理残渣を衛生的に効率
よく処分できるようになった。
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人材育成活動

年に一度外部講師を招き、解体に従事
する職員に対して研修を行っている。

平成３０年度からは、県が主催するジ
ビエ人材育成のための解体研修にて、
解体実演を行うなど、理解しやすい研
修の場を提供している。
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普及活動

西米良村と連携し、平成27年度
から毎年「西米良ジビエフェア」
を開催している。

村内外でのジビエの普及を図る
など「西米良ジビエ」ブランドの
推進を行ない、村の新たな観光資
源として活用されている。
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普及活動

西米良村内の小中学校へ給食
食材を提供し、小学校では食
育の授業での出前授業も実施
している。
ジビエメニューは学校給食の
人気アンケートで１位を取る
ほど大人気！！
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普及活動

県が主催するジビエ人材育成のた
めの調理研修にて、シカ１頭丸ご
との枝肉を提供、県内調理師・調
理専門学生などに捕獲、処理の説
明を行い、ジビエに対する関心を
持ってもらう活動を行っている。
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活動の成果（喜びの声）

捕獲者の声

農家の声村内飲食店の声

埋設処理の負担が軽くなった

買い取りしてもらえるので、
有害捕獲の意欲が向上した

安心・安全な村内産ジビエ肉
を仕入れることができ、自信
を持ってお客様に提供できる

施設ができ、農地付近の加害
個体の捕獲が増え、被害が
減った。
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